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国立成育医療研究センター（所在地：東京都世田谷区大蔵、理事長：五十嵐隆）は 

本日、「女性の健康」に関する司令塔機能を担う「女性の健康総合センター（センター長：

小宮ひろみ）」の開所式を開催いたしました。 

女性の健康総合センターは、女性の健康や疾患について、ライフコースごとに多面的・包

括的な分析を加え、病態の解明・治療・予防に向けた研究と、性差医学・医療を推進する

ために設立されました。日本独自の視点から、性差を意識した臨床・研究を進め、エビデ

ンスの構築に努めるとともに、国際的にその成果を発表し、諸外国との連携も図っていき

ます。 

 

 

【開所式の様子】 

 

 

 

「女性の健康総合センター」が開所 
～性差やライフコースを意識した臨床・研究を通し 

日本女性の Well-being を支える医学と医療の発展を推進～ 
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女性の健康総合センターは、次の 5つの柱を掲げ活動していきます。 

 

1. データセンターの構築 

さまざまなデータの収集・格納・精製と集積されたデータを分かりやすく整理・可視

化する「データの集積」。そして、現状把握・課題抽出、解決策提案、介入評価・効

果検証、というエビデンス・シーズを創出する「データの利活用」の両方を活性化

し、新たな知見の発見や洞察力の向上を促し、より健やかな社会の構築に貢献するこ

とを目指します。 

 

2. 女性のライフコースと性差を踏まえた基礎研究・臨床研究の積極的な推進 

女性の健康に関する新たな医療ニーズを探求し、女性医学と性差医学の視点から、最

先端の研究開発を推進していきます。また、オープンイノベーションセンター準備室

を開設し、地域社会、産業界、政府、学術機関などと協力し、女性の健康課題を解決

するための連携体制を強化します。 

 

3. 情報収集・発信、政策提言 

情報収集・発信、政策提言では、女性の健康総合センターや関連する施設で創出され

たエビデンスや知見を広く発信していきます。また、そのエビデンスなどを生かし

て、標準化した教育プログラムや教育コンテンツの開発を行い人材育成にも力を入れ

ていきます。 

 

4. 女性の体とこころのケア 

現在も活動している「妊娠と薬情報センター」「プレコンセプションケアセンター」

の、相談業務や研究、研修などの業務を拡充します。 

また、産後ケアセンターを新たに作り、妊娠・出産に関するあらゆる医療に取り組ん

でいる当センターの看護師や助産師、心理士、ソーシャルワーカーなどさまざまな医

療従事者が、お母さんとお子さんが安心して子育てを始められるようにサポートして

いきます。 

 

5. 女性に特化した診療体制の拡充 

女性に対して幅広い診療を提供する「女性総合診療センター」を国立成育医療研究セ

ンターの病院内に立ち上げます。女性内科、女性外科/婦人科、不妊診療科、女性精

神科、女性歯科の 5つの診療科で構成され、互いに連携し、女性に対して幅広い診療

を提供します。 
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【女性の健康総合センター 小宮ひろみ センター長 プロフィール】 

 

1986年、山形大学医学部大学院に入学し、産婦人科での研修をス

タート。米国ベイラー医科大学での研究後、2001年に福島県立医

科大学で産婦人科医として勤務開始。 

2008年に性差医療センター部長となる。2010 年には医療人育成・

支援センターで教育研修部門の副部門長、福島県女性医師支援セ

ンター長を兼任。2014年に福島県立医科大学の男女共同参画推進

本部副本部長、男女共同参画支援室長、地域医療支援副センター

長および福島県立医科大学附属病院の漢方内科部長を務め、2017

年には性差医療センター教授となる。2022年にはダイバーシティ

推進本部副本部長および推進室長、2023 年にはダイバーシティ推進担当の副理事に就任。 

2024 年 4 月に国立成育医療研究センターの女性の健康総合センターのセンター長候補とし

て着任し、現在に至る。 

 

 

＜小宮センター長のコメント＞ 

女性の健康総合センターは、女性のライフステージと性差に着目して「女性の健康」に関す

る研究、臨床、イノベーションを総合的かつ包括的に推進する日本で初めての、女性の健康

課題に特化した組織です。 

私たちは総力をあげて、日本の女性が健康で生き生きと自分らしく生きることができる時

代、人生 100 年時代を支える医学・医療の創出・実装につながるよう尽力してまいります。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【問い合わせ先】 

国立成育医療研究センター 企画戦略局 広報企画室 神田・村上  

電話：03-3416-0181（代表） E-mail:koho@ncchd.go.jp 
 

【女性の健康総合センター概要】 

名称：国立成育医療研究センター 女性の健康総合センター 

開所日：2024年 10月 1日 

所在地：東京都世田谷区大蔵 2-10-1 

事業内容：データセンター準備室、女性の健康研究部門、オープンイノベーション 
センター準備室、産後ケア推進部、プレコンセプションケアセンター、 
妊娠と薬情報センターの運営および、女性総合診療センター（国立成育 
医療研究センター病院内）での診療の提供 

 


	「女性の健康総合センター」が開所

